A LANDSCAPE STRUCTURE OF EDO DESCRIBED IN THE ILLUSTRATIONS OF EDO MEISYO ZUE by 小杉 千織
江戸名所図会の挿絵に描かれた江戸の景観構造
著者 小杉 千織
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 8
ページ 1-8
発行年 2019-03-24
URL http://doi.org/10.15002/00022159
  
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要 Vol.8(2019 年 3 月）                      法政大学 
  
江戸名所図会の挿絵に描かれた江戸の景観構造 
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The landscape in Tokyo has changed greatly with several disasters and projects. However, the landscape 
structure such as topography, land use, landscape recognition has been inherited since the Edo Period. Edo 
Meisho Zue is a book that introduces the sightseeing sights around Edo, which is a material that describes the 
landscape structure of Edo. The purpose of this research is to clarify the landscape structure of Edo by analyzing 
the viewpoints, objects, distribution and composition of the illustrations in Edo Meisho Zue. Analysis of 727 
illustrations revealed that the two types of viewpoints are both widely distributed. One of them is a near view 
depicting the temples and shrines or people's activities, and the other is a distant view depicting the area around 
the Edo. 
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1．序論 
（1）背景 
 東京は江戸時代以来，明治維新による政治体制の変革，
関東大震災による災害，太平洋戦争による市街の破壊と復
興など世界の大都市の中でも有数の変貌を遂げてきた都
市である．一見すると，都市の様子は大きく変わったが，
東京は江戸の基層を引き継いでいるという指摘があり，江
戸から引き継いだ地形や土地利用，そして風景の捉え方は
今も生き続いていると考えられる 1)2)． 
陣内の「東京は水都である」という指摘に代表されるよ
うに，現代的な都市空間として東京の中に江戸時代以来の
都市構造の特徴を読み取る視点が広まっている．このこと
は東京の都市空間の基礎が自然と共生する独特な姿を持
つ江戸と現在でも共有されていると捉えることができる．
景観についても同様である．すなわち江戸の景観やその構
造の捉え方は江戸から東京に移り変わっていく中である
部分は変化し，ある部分はそのまま引き継がれてきたと考
えられる．東京の景観の基礎を考える上では，その前提と
して江戸の景観とその捉え方について把握しておく必要
がある．  
江戸時代の景観を人々がどのように捉えていたかを伝
えるものとして名所がある．名所とは，中世以前は和歌に
歌枕として詠み込まれた対象を指すものであったが，江戸
期には余暇行動や行楽の対象として，実際に訪れて楽しむ
場所となった 3)．具体的には江戸幕府と繋がりのある建造
物や寺社，また新たに造られた江戸の町や橋，さらには四
季の景物や年中行事であった 3)．これらの名所は，江戸名
所図会に代表される名所案内記に紹介されており，人々に
とっての江戸の景観構造の認識に大きな影響を与えてき
たと考えられる．  
（2）目的 
 そこで，本研究では江戸の景観構造が名所案内記に表現
されているという仮説的設定のもと，斎藤月岑らによって
1830 年ごろに編纂された名所案内記である江戸名所図会
を対象にその挿絵の視点や対象の分布，構図分析により江
戸の景観構造を明らかにすることを目的とする． 
（3）既往研究 
 浮世絵に関する既往研究として，坂井ら 4)は描かれた浮
世絵において，浮世絵の画面構成の分類を実施したことで
主要な河川が景観構成上，重要な役割を担っていることを
示唆した．須藤ら 5)は「江戸名所百景」における景観形成
には絵図で表現された水辺空間の魅力と新たな基礎的指
標を見出すことを目的に，ハード要素である水辺空間構成
要素とソフト要素である水辺の名所構成景物要素の相関
性について分析を行った．坂井ら 4)と須藤ら 5)は江戸時代
の風景画・浮世絵において水辺や河川が大きな役割を担っ
ていることを示唆した点で類似しているが，江戸全体の風
景に対する考察は行っていない．江戸名所図会を対象とし
  
た既往研究として，金子 6)は江戸住民の行動空間の特徴を
明らかとし，江戸行楽地の地域的特色を明らかとし，阿部
7)は『江戸名所土産』と比較しながら風景描写と評価の特
徴の一端を明らかにした．両者は同じ江戸名所図会を対象
とはしているが，前者は人々の行動に着目しており，風景
に関して触れられていないこと，後者は風景描写に着目し
つつも，挿絵ではなく挿絵に添えられた文章まで対象とし
ている点で，挿絵中の地理的情報に着目していない．  
 以上のように，既往の研究では，江戸名所図会の挿絵に
添えられた文章から挿絵の情報を抽出した研究や，名所ひ
とつひとつに着目した研究は行われてきたが，挿絵のみか
ら名所の情報を抽出した研究，そして江戸全体の風景や景
観に対して，江戸の景観構造を明らかにした研究はない． 
 
2．江戸名所図会について 
（1）江戸時代の名所案内記について 
 もともと名所記とは，各地の名所を紹介することを目的
とした書物であり，本来は歌枕として優れた名所の地を集
成した名所記であったが，江戸時代になり，寺社仏閣の由
緒や旧跡・風俗などの名所地の紹介，さらに名所までの距
離・宿の紹介など道中の案内が加えられるなど変化してい
った．名所案内記の種類はさまざまであるが，まず名所に
関する記述が見られたのは紀行文や見聞記のような文芸
性の高い「仮名草子」においてであり，次第に案内記や図
会のような実用性の高い「地誌」へと発展を遂げていった
8)． 
（2）江戸名所図会の刊行目的 
江戸名所図会は 7巻 20冊で構成されており（表 1），挿
絵は長谷川雪旦によって描かれ，斎藤幸雄・幸孝・月岑の
親子 3代により前半 10冊は天保 5年（1834）に，後半 10
冊は天保 7年に出版された．江戸名所図会は大著であった
ため，実際に持ち運び出かけた先で読まれたとは考えにく
いとされており，臥遊の書として読者を楽しませる役割を
担っていたのではないかと言われている．実用性や利便性
を追求したものというよりは，名所の事典・地誌の集大成
と位置づけたほうが妥当であるとされている 3)．挿絵に関
する重要な方針を示す凡例によると，現在の様子を実写す
ることが第一に挙げられている（図 1）．凡例の内容から，
この江戸名所図会が神社仏閣の位置形勢およびその施設
の様子を「今の形容」を中心に描いたという点がわかる．
そして標題にもなっている「名所」とはすなわち神社仏閣，
四時遊観を示す年中行事，態度，風俗，服飾，容儀などの
生活風俗全般を中心に捉えて考えられている 8) ． 
 
（3）江戸名所図会の内容と特徴 
江戸名所図会はただ名所を案内するガイドブックとし
ての役割を越え，見聞きしてきた事項に加えて編纂者自
身の意見と歴史的考察が加えられている．江戸名所図会
が持つ特徴は，具体的な名所や寺社旧跡などが写実的に
描かれている点，俯瞰的な構図で描かれている点，寺社
の伽藍配置や境内の様子や都市景観が細部に渡って描か
れている点などである．  
 
表 1 江戸名所図会 巻数と内容 9) 
 
 
図 1「他邦の人をして東都盛大の繁栄なることを知らし
めるため」と書かれた江戸名所図会の凡例 9) 
 
3．研究の構成  
江戸名所図会の挿絵全 727枚を対象に，江戸名所図会の
挿絵に描かれた名所の内容を把握して整理する．また名所
位置を特定し，名所位置の分布を把握する．次に，挿絵に
添えられた注釈を抽出し，注釈から構図分類を行う．構図
の類型ごとに，位置分布との関係を分析し考察することで，
挿絵に描かれた江戸の景観構造を明らかにする（図 2）． 
一之巻 日本橋 本町通 神田 小川町 飯田町 両国 
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図 2 研究構成のフロー図 
 
4．名所に関する情報整理  
（1）名所内容の把握・分類 
既往研究 10)を参考に，挿絵に描かれた名所の内容を題
名から抽出した．宗教関係/社会関係/自然関係/歴史関係と
大きく 4つに分類し，さらに宗教関係は寺社/寺社以外/年
中行事とし，社会関係は市街/街道/村落/年中行事/その他
と分け，自然関係は自然地形/動植物/年中行事，そして歴
史関係は故事/旧跡/古物と分類した（表 2）．  
（2）名所位置の分布把握 
挿絵に描かれた名所の位置を特定し，GIS 上にプロッ
トすることで，名所位置の分布を把握した．ベース地図
として国土地理院の基盤地図情報を用い，さらに当時の
地形について考察するため，歴史的農業環境閲覧システ
ム 11)からダウンロードした明治初期に作成された第一軍
管区地方 2万分の 1迅速地図データを重ねた． 
名所位置は以下のように特定した．寺社や仏閣や橋な
ど現存するものに関しては，書籍を参考に現在の寺社・
仏閣が位置する場所を名所位置として特定した．位置が
特定できないものに関しては特定不能として除外してい
る． 
例として「佃島住吉明神社」(第 2 冊 52 枚目，図 3)につ
いては，今も現存する名所であり，文献を参考に移転して
いないことを確認し，現在の佃島住吉神社の位置を名所位
置として特定した．また「今川橋」（第 1冊 15枚目，図 4）
については，今川橋は現存せず，江戸名所図会に関する文
献 12)と現代の名所に関する文献 13)に今川橋跡があるので
ここを挿絵位置として特定した．寺社や仏閣や橋など現存
しないものに関しては旧跡として残っている案内板や書
籍を参考にして挿絵位置を特定した．結果として名所位置
を特定した挿絵 627枚から 666件をプロットした（図 5）． 
 
 
表 2 江戸名所図会の挿絵内容の分類 
分類 枚数 
宗教関係 寺社 393 437 
寺社以外 17 
年中行事 27 
社会関係 市街 28 123 
街道 18 
橋 31 
年中行事 13 
その他 8 
活動 25 
自然関係 自然地形 85 115 
動植物 26 
年中行事 3 
その他 1 
歴史関係 旧跡 18 39 
故事 21 
古物 0 
無題図 13 
合計 727 
 
 
図 3 挿絵「佃島 住吉明神社」9) 
 
図 4 挿絵「今川橋」9) 
  
 
図 5 江戸名所図会の挿絵に描かれた名所の分布 
5．挿絵の構図分類 
（1）分類方法 
挿絵には，題名，名所に関する俳句や説明文，注釈が添
えられている．挿絵の題名や俳句などは挿絵に描かれた対
象の構図と無関係に掲載されているのに対し，注釈は挿絵
に描かれた内容を説明するために添えられていることか
ら，挿絵内の個別の要素との結びつきが強い．図 6～10に
その例を示す．図中の赤い枠で囲った部分は挿絵の題名，
青い枠で囲った部分は挿絵の説明文や俳句・詩歌，そして
黄色の枠で囲った部分が挿絵の説明として掲載されてい
る注釈である． 
描写対象とされた内容や周辺部の描写の有無などから，
以下の 6類型に分類した． 
①対象領域限定型（中景） 
対象である名所の内部についての注釈のみ記載されて
いる．このような描写タイプの挿絵は，対象である名所の
内部の描写と説明にとどまる（図 6）． 
②対象＋周辺描写型（中＋遠景） 
対象の描写の他に奥に他の地名や名所の注釈がある．こ
のタイプは主題として描かれる対象の内部の説明に加え
地理的情報が加えられた挿絵の描写タイプである(図 7)．  
③都市内活動描写型（近景） 
都市内活動の描写がされているこのタイプは，商売や
祭礼など人々の様子が詳細に描かれる（図 8）． 
④領域描写型（中景） 
名所ひとつひとつを描写するというよりは，対象とし
た領域全体で名所を描写されているタイプである（図
9）． 
⑤活動＋地形描写型（近＋遠景） 
人々の活動を詳細に描きながら，遠景に地形の情報を
同時に描いている描写タイプである（図 10）． 
⑥パノラマ景型 
注釈の有無に関わらず，続き絵で対象を見せる意図があ
る挿絵をパノラマ景として分類した． 
 
図 6 ①対象領域限定型の例（「平川天満宮」9)） 
  
 
図 7 ②対象＋周辺描写型の例（「八見橋」9)） 
 
図 8 都市内活動描写型の例（「本町薬種店」9) ） 
 
図 9 ④領域描写型の例（「堀留」9)） 
 
 
 
（2）分類結果 
 以上 6 類型を分類される挿絵枚数とともに挿絵分類図
（図 11）に示す．  
 
6．挿絵構図と分布位置の関係 
（1）作業方法 
挿絵を構図ごとに分類したところ，「対象領域限定型」
「都市内活動描写型」「領域描写型」などの名所そのもの
に対する視点と，「対象領域＋周辺描写型」「活動＋地形描
写型」などの名所とその周辺まで描いた視点，そして特殊
な構図の「パノラマ景型」の大きく 3 つにまとめられる．
それぞれの名所位置の分布がどのような特徴を持つのか，
位置分布をまとめたものが図 12～14である．  
（2）挿絵の構図と分布の位置関係 
 それぞれの分布図から読み取れることは，どれも江戸の
中心部に名所が集約しつつも，江戸名所図会に収録されて
いる範囲全体に名所が分布していることと，構図ごとに分
布の大きな違いが見られないことである． 
 
7．結論 
（1）江戸名所図会における挿絵の構図類型 
江戸名所図会に収録されている挿絵は，注釈に着目して
構図分類を実施したところ，「対象領域限定型」「都市内活
動描写型」「領域描写型」「対象領域＋周辺描写型」「活動
＋地形描写型」「パノラマ景型」の 6 類型に分類すること
ができた． 
（2）景観に対する視点と位置分布 
挿絵の構図から分類した「対象領域限定型」「都市内活
動描写型」「領域描写型」などの名所そのものに対する視
点の挿絵の名所位置は，江戸の中心部と江戸の周辺部にも
分布している．次に「対象領域＋周辺描写型」「活動＋地
形描写型」などの名所とその周辺にまで視点を向けている
挿絵の名所位置も同様に江戸の中心部と江戸の周辺部に
も分布している．さらにこのことから，江戸時代は，江戸
内部における名所そのもので完結した視点（図 15），江戸
の中心部から中心部への視点（図 16），江戸の中心部から
江戸の周辺部への視点（図 17），江戸の周辺部からさらに
周辺部への視点（図 18）の 4つの視点が明らかとなった．
以上より，江戸の周辺部まで視点を向けている挿絵だから
といって江戸の周辺部に分布しているわけではなく，江戸
の中心部から江戸の周辺部に視点が向けられていること
がわかる．つまり，視点が向けられた江戸の中心部までを
含めて江戸の名所と認識されており，江戸という範囲内の
みが江戸の景観と認識されていたのではなく，江戸に関わ
る江戸の周辺部を含めて江戸の景観と認識されていたと
考えられる． 
 
 
 
 
図 10 ⑤活動＋地形描写型の例（「潮見坂」9)） 
  
 
図 11 挿絵分類図 
 
図 12 「対象領域限定型」「都市内活動描写型」「領域描写型」の名所位置分布をまとめた図 
  
 
図 13 「対象領域＋周辺描写型」「活動＋地形描写型」の名所位置分布をまとめた図 
 
図 14 パノラマ景型の挿絵位置分布 
  
 
図 15 江戸内部で行われていた 
名所そのもので完結した視点 
 
図 16 江戸内部で行われていた江戸の中心部から 
中心部への視点 
 
 
図 17 江戸の中心部から江戸の周辺部への視点 
 
 
図 18 江戸の周辺部からさらに周辺部への視点 
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